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第５回関川・保倉川治水対策検討部会

１．開催内容
（１） 開催日時 ： 令和５年１０月３１日（火） 14:00～16:00
（２） 開催場所 ： 上越文化会館 １階 中ホール

（上越市新光町1丁目9番10号）
（３） 議事内容 ： 別紙１のとおり
（４） 委員名簿(案)： 別紙２のとおり

２．留意事項
（１）撮影は、会議冒頭の挨拶までとします。
（２）検討部会中は、携帯電話等をマナーモードにするか、電源をお切り下さい。
（３）お問い合わせは、下記の高田河川国道事務所担当までお願いします。

高田河川国道事務所では、平成27～29年に、関川水系河川整備計画の再点検を

行うため「関川・保倉川治水対策検討部会」を設立し、保倉川の現行河川整備

計画の目標流量に対する治水対策案として、科学的、技術的、経済的な観点や

地域社会への影響等を総合的に評価した「放水路案」が優位との検討結果を関

川流域委員会へ報告し、流域委員会においても「放水路案」を支持いただいた

ところです。

この度、令和5年7月の流域委員会でお示しした、気候変動を考慮した河川整備

計画の変更目標流量案に対する、保倉川の治水対策案について、改めて検討い

ただく「第5回関川・保倉川治水対策検討部会」を下記のとおり開催します。

本部会での検討結果は、平成29年当時と同じく、今後開催する流域委員会へ報

告する予定です。流域委員会では、本検討部会からの報告を踏まえ、保倉川に

おける治水対策の計画段階評価に関する審議を行います。



第５回 関川・保倉川治水対策検討部会 
 

 

日 時：令和５年１０月３１日（火）１４時～１６時 

会 場：上越文化会館 中ホール 

 

 

議 事 次 第 
 

１．開会 

 

 ２．挨拶 

  

３．出席者の紹介 

 

 ４．議事 

 

（１） 関川・保倉川治水対策検討部会規約改正について 

 

（２） 関川水系保倉川下流部における治水対策の検討の 

進め方について 

 

（３） これまでの検討部会での検討経緯について 

 

（４） 前回検討部会からの進捗状況等について 

 

（５） 関川水系保倉川下流部における治水対策について 

 

 

５．閉 会 

 

 

 

 

※議事については現時点での予定です 

別紙１ 
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